























































































































































































0 0 0 0 0 0
行政庁の意思によるものではない



























0 0 0 0
との間に抽象的な権利・義務関係が存在するとし






































































































0 0 0 0 0
。もっとも、
0 0 0 0
サービスの提供に際しての平等取扱原則の適
用、供給義務の賦課という特別の義務を課すには公法上の契約という概念構成が意味を持つとする
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
考えもあるかもしれない
















































































0 0 0 0 0 0 0 0
法令である。「私人」概念を棄てさえすれ
ば、このことは容易に理解できるはずである。
